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家住期（かじゅうき） 20 ～ 40代 職業に就き一家を養う時期 家庭と社会の責任を果たすこと
が中心の時期
林住期（りんじゅうき） 50代 財産を捨てて林に住む時期 林に分け入り自己を見つめる時
期









































青年会が young men の訳として使用したのが
「青年」という語の初めての使用である。徳富
蘇峰が結成した民友社が『国民之友』や『国民
新聞』を発行し、青年は新時代を切り開く存在
と位置づけられ、青年の大敵は老人だとされた。
青年はやがて壮士になり、壮士はやがて老人に
なるという、年代別のカテゴリーが確立した。
そして、老人は現役世代の終焉を意味するよう
になった。
　国家主導の日本の近代化は、土着の思想や文
化の中に近代化の道を探ろうとはせず、それら
を解体していく方向で産業化と集権化を達成し
た。そのため土地ごとの暮らしに根ざした老人
の知は古臭く遅れたものとして周辺に追いやら
れた。こうして近代化に適応できず、居場所を
失っていく社会的弱者としての老人像が生み出
されて行った。
　その一方で、ビジネスや政治、学問、芸術な
ど、あらゆる領域で社会的強者としての老人層
が登場し、長老支配構造の基盤を作って行くこ
とにもなった。
　さらに1872（明治５）年の学制の制定で、画
一的な時間が導入された。学校はすべてが１つ
の時計に従って進行し、同じ成果を得るのに必
要な時間は短いほどよいというように、時間に
コスト観念が発生し、時間の有効活用感覚が根
付くようになった。こうして自然のリズムに
沿って生活していた老人とは異なる時間感覚を
持つ子どもたちが出現するようになった。その
結果老人と子どもとの距離が次第に広がり、隔
絶にまで至った。これが老人の価値をますます
下げる結果になった。
　こうした子供や青年と老人の格差が決定的に
広がったのは、高度経済成長期のことである。
1961年に来日した若きアメリカ人ダグラス・ラ
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ミスは、次のようなことを書き残している（注13）。
　
　その時は年寄りには住みよい国のように
思われた。若さを賛美し、老年は恥とみる
国から来ると、日本は際立って異なってい
ると思ったのだ。（略）私がとくに強い印
象を受けたのは、美意識の違いであった。
私が育った米国では、人間美という観念は
セクシュアリティ（性的能力）と結びつい
ていた。つまり、美しいというのは若々し
いことを意味したのだ。
　
　1961年は高度経済成長期が始まった年である。
経済成長によってすべてを経済的尺度で計る効
率至上主義という近代的価値の支配が決定的に
なったが、その直前の日本の姿がここに描かれ
ている。この文章の背景にはアメリカ社会にお
いて支配的な価値基準が存在する。天野正子氏
がその価値基準を次のようにまとめている（注14）。
①性関係における数量的な「業績」を若さの尺
度とし、セクシー（性的魅力があること）はよ
いことであるという美的価値が重視されている。
②衣食住を中心としたライフスタイルの機能主
義、合理主義の徹底化。③若者中心で若さを過
剰に謳歌する。こうした社会においては、人生
で目指す先は豊かな経験を持つことではなく、
いつまでも若々しさを保つことになるのは当然
のことである。
　こうしたアメリカの影響を戦後強く受けてき
た日本社会だが、若さと健康と美の結びつきを
決定的にしたものは、1980年代の「ボディコン
シャス」（body conscious）の概念の世界的な
普及の波をかぶったことである。このときに「体
型は自己責任」という意識が日本にも定着した。
体型は、自己責任を果たしているか否かは誰に
とっても一目瞭然である。このことがダイエッ
トやプチ整形ブーム、さらに加齢による変化は
自然現象ではなく「衰え」だととらえて問題視
し、問題を解決するためにあるいは予防するた
めに抗老化が重要であるという考えが支配的な
社会になった。こうした近代以降の美と健康と
若さの結びつきの来歴と、その問題点、および
解決策については、さきほども述べたように拙
著『化粧と人間』に詳述したためここでは立ち
入って論じない。
9. 現在の老人論
　日本が高齢社会になってかなりの年月が経ち、
高齢期の過ごし方は数多く論じられてきた。こ
こ数年の傾向として、高齢になってからいかに
生きるべきかについて、当の高齢者や近く高齢
者の仲間入りをする人物が著した本が続々と出
版され、その中からベストセラーが相次いで生
まれている。たとえば前述の五木寛之氏の『林
住期』もその１つである。そのほかに、上野千
鶴子氏の『おひとりさまの老後』、中澤まゆみ
氏と小西輝子氏の共著『おひとりさまの「法律」』、
松原惇子氏の『「ひとりの老後」はこわくない』
などがある。この３冊は老年期の（とくに女性
の）一人暮らしをどのように遂行すれば不安も
なく楽しいものになるか、その方法を具体的に
記しているが、こうした内容の書物は現在も
続々と刊行中である。また、「文藝春秋」は昨
年から今年にかけての冬にこうしたテーマで２
度の特別増刊号を出している（注15）。これらを読
むと、身体の自由度が減じた状態で一人暮らし
をするにはどうすればよいかという実用的なも
のから、高齢者として生きるに当たっての心構
えといった精神論まで、実に雑多な内容である。
元気な高齢者が多いこともあり、積極的で楽天
的な論調が目立つ。ハウツー本として使うこと
のできる実用本位のものを除いてのことだが、
こうした本に共通して見られる点が存在する。
それを整理すると次のようになる。
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① 老いを否定したり老いから逃げたり目を
背けることはせず、老いを受け入れる
　 （これは高齢者として生きる必要条件で
ある）
② 高齢になって初めて得た知見を披瀝
　 （これから高齢者になる人への配慮の面
と同世代の共感を呼ぶ面がある）
③ 高齢者と言っても生き方は人それぞれで
個人により事情が違うので、「高齢者」
や「老人」と一括してとらえることはで
きないし、とらえるべきでない
④ 年齢だけで線引きをするエイジズム（年
齢差別）はすべきでない
⑤ 自立できる限り自立し、小さなことでも
自分でできることは自分でする
⑥物と心の整理の必要性と重要性
　黒井千次氏は老人論を進める上で重要な注意
点を明記している（注16）。その趣旨は次のような
ものである。老年は他から切り離されてそこだ
け孤立した時間ではなく、それまで生きてきた
結果として人の前に徐々に姿を現すものなので、
老年だけを取り出して議論しても生きた議論に
はならない。老いるということは、どこかに到
達することではなく、延々と老い続けることで
あり、老い続けるとは生き続けることに他なら
ない。
　たしかに、人は生まれてから死ぬまで日々加
齢の生涯であるのだから、「老い」は「生きる」
と同義としてとらえるべきであろう。従って、
老いのあり方を考えることはすなわち生のあり
かたを考えることである。今後の研究の方向性
としても、意義のある指摘だと考えられる。
　
　最後に、今後の社会のあり方と美を含めた価
値の基準を考える上で、不可欠かつきわめて重
要な点を記しておきたい。
　美と健康と若さの結びつきに関する研究の成
果から、またそれと同時に筆者自身の個人的生
活体験から得た知見として、近現代社会の構成
原理に存する合理主義に由来する問題をこれ以
上継続させないことが何より重要であると考え
ている。その問題とは、社会の構成員である個
人が自立性と有用性を備えたものとして想定さ
れている点にある。現実には人生の半分近くは、
自立して生きることも、社会の役に立つという
意味での有用性も持ち得ないのが実情だ。しか
し、これらの条件を満たさない人間は「社会の
お荷物」とされ、存在価値が劣るものあるいは
ないものと位置づけられてしまう。そうではな
く、自立と有用性を持たない状態も人間の自然
な存在様態であると位置づける社会の構造原理
を、これからの社会は基盤に据えて行かねばな
らない。長沼行太郎氏の『嫌老社会』を引用し
て本論文を終えたい（注17）。
　（略）ポジティブな嫌老思想、日本で言
えば PPK の思想（注18）は、（略）人間を「自
立性」「社会的有用性」で定義しているので、
ひとに依存しなければ生きられない無用な
老人をなぜ敬わねばならないのか、なぜ庇
護しなければならないのか、という問いに
対しては、答えられない。
　
　ラスコーリニコフの回答を否定するので
あれば、有益・無益・有害を問わず、ひと
の生命を無条件に肯定する論理を編み出す
しかない（これには社会的コストがかかる、
それを覚悟・承認するだけの社会的な論理
がいる。）
　
（略）近代社会の壮年男性をモデルにした
「自立」「自己決定」の概念と、近代の人権
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概念（生命・財産・思想信条）の見直し、
依存・関係性を組み込んだ新しい「自立」
の思想が必要と思われる。
注
１　拙著『化粧と人間』、法政大学出版局、
2009年、序章と第１章を参照。さらに詳細は、
本書の基になった筆者の学位論文「化粧に見
られる美的価値の問題と解決策としての化粧
教育」（2007年３月文化女子大学大学院被服
環境学研究科より博士号授与）の当該箇所を
参照されたい。
２　清水哲郎氏（東京大学教授で本文に記した
機構の担当教員）の諸論文および学会発表を
参照。また、筆者と同じフッサール現象学が
専門の榊原哲也氏が「ケアの現象学」という
科目を担当しているが、鷲田清一氏（大阪大
学総長、国内では現象学から臨床哲学を切り
開いた先駆者）の臨床哲学に類するもので、
いずれも美的価値を問題にしているわけでは
ない。
３　桜美林大学ホームページ国際学研究科老年
学専攻博士前期課程・博士後期課程
　http://www.obirin.ac.jp/ri/ronen/　2009年
８月７日参照。ここでは「日本初 老年学の
教育・研究」と銘打っている。
４　天野正子『老いへのまなざし』平凡社ライ
ブラリー、2006年
５　吉田兼好『徒然草』第七段、『日本古典文
学大系30　方丈記　徒然草』、西尾實校注、
岩波書店、昭和1957年、94 ～ 95ページ。現
代語訳は筆者による。
６　シモーヌ・ド・ボーヴォワール『老い』上・
下、朝吹三吉訳、人文書院、1972年
７　井原西鶴、『世間胸算用』巻二、『日本古典
文学大系48　西鶴集下』、野間光辰校注、岩
波書店、昭和1976年、221ページ。現代語訳
は筆者による。
８　井原西鶴、『日本永代蔵』巻四、同上書、
116 ～ 117ページ。現代語訳は筆者による。
９　五木寛之『林住期』、幻冬舎、2007年。
10　立川昭二『江戸　老いの文化』、筑摩書房、
1996年と立川昭二『病と人間の文化史』、新
潮社、1984年を参照。
11　次の諸文献を参照。石田かおり『化粧と人
間』、法政大学出版局、2009年、第２章。新
村拓『健康の社会史』、法政大学出版局、
2006年。鹿野政直『健康観にみる近代』朝日
新聞社、2001年。三浦雅士『身体の零度』、
講談社、1994年、上杉正幸『健康不安の社会
学』、世界思想社、2000年。野村和夫、北澤
一利、田中聡、高岡博之、柄本三代子『健康
ブームを読み解く』、青弓社、2003年。
12　石田かおり『化粧と人間』、法政大学出版局、
2009年、第２章を参照。
13　ダグラス・ラミス「若者が年をとるという
こと」、伊東光晴ほか編『老いの人類史』、岩
波書店、1986年、73ページ。ラミスは1961年
に日本に移住し、政治学者として活動中。
14　天野正子『老いへのまなざし』平凡社ライ
ブラリー、2006年。
15　上野千鶴子編『おひとりさまマガジン』、
文藝春秋、2008年、12月の臨時増刊号と、『ア
ンチエイジング読本』、文藝春秋 SPECIAL
冬季増刊号、2009年、１月１日発行を参照。
16　黒井千次『老いるということ』、講談社、
2006年、216 ～ 227ページ。
17　長沼幸太郎『嫌老社会』、ソフトバンク、
2006年、157 ～ 159ページ。
18　（これは長沼氏でなく筆者による注である）
PPK とは「ピンピンコロリ」のローマ字頭
文字からの造語で、元気で長生きし病むこと
なくコロリと死ぬことを理想の老いと死とす
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る考え方を表現した標語。1983年日本体育学
会で「PPK 体操」と称して長野県出身の北
沢豊治氏が考案した健康長寿体操を発表した
のが始まりで、長野県が奨励したことで
PPK という語が普及した。
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